
  【平成２９年度全国学力・学習状況調査の出題から見える指導のポイント】 

  子供たちに自分の考えを説明する力を育てるために 

数学Ｂの抽出調査の結果から、１（２）図形の回転移動、２（３）事象と式の対応、５（３）資料の傾向を的確に
とらえる問題について、特に正答率が低いということが分かりました。いずれも、自分の考えを数学的な表現を用い
て説明する力が求められています。普段の授業でも、問題は解けるが、考えを説明をすることは難しいという声も聞
かれます。本号では、数学Ｂの抽出結果から最も正答率の低かった１（２）図形の回転移動の問題を取り上げ、子供
の解答を検証し、自分の考えを説明する力を育てるために必要なポイントについてまとめています。 

【正答】四角形ＡＢＣＤが四角形ＧＢＥＦに重なる回転移動に着目し、次の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）を記述しているもの。 
（正答率は２０％以下） 

（ａ）「点Ｂを中心に」などの回転の中心の位置 

（ｂ）「時計回りに」など回転の方向 

（ｃ）「１２０度」などの回転角の大きさ 

（ａ）、（ｂ）、（ｃ）の３つの要素がそろ
わないことによる誤答が多く見られ
ました。 

（誤答） 
点Ｂを軸として、右に 

１８０度回転すると重なり
ます。（記述に誤りのあ
るもの） 

（正答） 

点Ｂを中心として、
時計回りに１２０度
動かすと重なります。 

（誤答） 

四角形ＡＢＣＤを１２０度
ぐるっと回転させると重
なります。（３つの要素
がそろわないもの） 
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全ての子供に
力を付けるた
めに、指導の
ステップを見
直しましょう。 

ワークシートは有効な支援
ですが、最終的には自分一
人で３つの要素を全て書け
るようにする必要がありま
すね。 

理解度に応じて、ヒ
ントなしで書いたり、
友達同士で説明し
合ったりする活動を
取り入れよう。 

○ワークシートによって、過 
 剰にヒントを与えていない 
 かどうかを確認する。 
○字数を制限し、生徒が自分 
 の考えを文章で簡潔に記述 
 する機会を増やす。 

各教科で徹底する 

問題：四角形ＡＢＣＤを四角形ＧＢＥＦに重
ねるには、どのような回転移動をすれば
よいでしょうか。 
 
 
 
①        を中心にする。 

 
②        の方向に回転する。 

 
③        度動かす。 

具体的な授業改善
について考えてみま
しょう。 

四角形ＧＢＥＦにぴったり重ねるに
は３つの要素が必要だということ
が理解できていないのでは？ 

正答率が低かっ
た原因は何だろ
う？ 


